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節電・省エネに取り組みましょう！！ 
 長野県では、今夏(６月～９月)の節電・省エネ目標を「平日昼間１３～１６時、

前年度比－５％」として、「さわやか信州省エネ大作戦」を展開中です。 

 長野県農政部では、農業分野での節電対策を示しました。以下の「畜産版節

電アクションメニュー」を活用し、節電・省エネに取り組みましょう。 

 ※確認欄は自己点検の際などにご利用ください。 

節電対策メニュー 節電効果（注） 確認 

西日が当たる側に植樹、遮光ネット、「よしず」、 

寒冷紗等で被覆し、直射日光を軽減する。 
□ 

屋根に消石灰や白色塗料の塗布、散水を行って断熱・

冷却する。 
□ 

側壁の窓や天窓サイドカーテンは開放し、自然通風に

努める。 
□ 

畜 舎 カット 
防 
暑 

畜舎外回りの環境整備（除草等）により風通しを良く

する。 

左のメニュー

全 て を 実 施

した場合 

～３０％ 

□ 

カット ファンに付着したホコリなど清掃、除去する。 □ 

チェンジ 

換
気
扇
・
送
風
機 

インバーター制御盤を装着する。 

左のメニュー

全 て を 実 施

した場合 

～５０％ □ 

カット 
照  

明 

作業に支障を来たさない範囲で照明を間引き、必要時

以外は消灯を徹底する。 
～１０％ 

 

□ 

カット 

糞
尿
輸
送
装
置 

〔酪農・肉牛・養豚〕 

パドックを活用して野外排出を促し、舎内での糞尿量

を削減する。 

～５％ □ 

機 器 類 

シフト 
給
餌
機 

給餌量は昼間を減らし、夜間、早朝を増す。 － 
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※確認欄は自己点検の際などにご利用ください。 

（注）メニュー別の削減効果（％）の目安です。チェンジを除く基本的なメニューに取り組んだ場合の節電効果の総

量は、酪農、養豚、養鶏～１５％、肉牛～３０％ 程度となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

節電対策メニュー 節電効果（注）  確認 

ミ 

ル 

カ
ー 

搾乳中はユニットから離れずに、作業に集中し、過搾

乳にならないようにする。※一人当たりのユニット数

は、３台までとする。 

～１０％ □ 

酪 農 カット 

冷 

蔵 

庫 

冷蔵庫の開閉回数・時間の削減、温度設定の見直し、

収納品を整理する。 
～２０％ □ 

カット 
日の出、日の入り時間に合わせて点灯時間を調整する

（開放鶏舎）。 
～１０％ □ 

養 鶏 

チェンジ 

照 

明 

照明を白熱灯からＬＥＤ灯へ交換する。 ８５％ □ 

〔酪農・肉牛〕 

○削蹄、毛刈り等の実施により牛の体感温度を下げる。 

○牛の発熱量が多い首から肩付近に送風しながら、一定方向に向けて

空気の流れを作るように、換気扇の向き・角度を調整する。 

― □ 
家畜の 

防暑対策 
 〔養豚・養鶏〕 

密飼いを避け、体感温度を下げる。※肥育豚では１頭当たり１㎡以

下としない。 

― 

 

□ 

腸管出血性大腸菌の研修会が開催されます 
本年５月初め、国内で生牛肉等を食べた４名が腸管出血性大腸菌Ｏ－111 による食中毒で死亡し

ました。また、ドイツを中心としたヨーロッパでも、Ｏ－104 による死亡者が出ており、現在、感

染源等の調査が進められています。このような状況を踏まえ、あらためて腸管出血性大腸菌につい

て学び、対策を徹底するために、長野県と(社)長野県獣医師会の主催により開催されますので、参

加をご希望される場合は、7 月１３日（水）までに、下記申込先または長野家畜保健衛生所へ申し

込みをお願いします。 

日時  平成 23 年７月 21 日（木）13 時 30 分から 16 時 00 分まで(受付開始 13:00～) 

場所   松本市音楽文化ホール小ホール 松本市島内４３５１ ０２６３－４７－２００４ 

申込先 長野県農政部園芸畜産課 家畜生産・衛生係   

電話：026-235-7232   ファクシミリ：026-232-0764 

馬のザルコシスティスの感染予防対策について 
 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食中毒・乳肉水産食品合同部会において、馬肉中

の寄生虫、ザルコシスティス・フェアリーが食中毒に関与していることが強く示唆される

とされました。ザルコシスティス・フェアリーは、 

犬（終宿主）と馬（中間宿主）の寄生虫です。 

この寄生虫の感染を防ぐため、以下の点に御注意 

ください。 

○ 馬の飼料・飲用水等が犬の糞便により汚染される 

のを防ぐため、馬の飼養者は、施設への犬の侵入防 

止に努めるとともに、給餌設備や給水施設への犬の 

糞便の混入を防いでください。 

○ 馬の飼養者は、自ら飼育している犬に生の馬肉を 
与える場合には、２日以上冷凍させて与えてください。 

糞の中に排出 

筋肉中

に寄生 

馬肉を摂取 

糞に汚染さ

れた飼料な

ど を 摂 取 


